
制 ・空家法に基づく適正管理を促進する。

する取り組みが必要である。 ・空き家バンク及び住み替え補助金による空き家の活用を促　

・市営住宅については、建築後30年以上が経過し老朽化が進ん 　進する。

でいるものもあり、計画的に維持管理をしていくことが重要で ・市営住宅の長寿命化計画に基づき、入居者からの相談等を踏

ある。 まえ、建物の適正管理を行うことで入居者の安心・安全を確保

する。

・戸田市マンション管理ネット登録者数が伸び悩んでいるが、登録者に対し、マンションの

適正管理に役立つ情報を提供した。

Ｃ
・平成27年6月時点の管理不全な空き家に対する助言・指導を継続した。

・空き家に関する相談対応を充実するため、各専門家団体と協定を締結した。

・今後の分譲マンション管理への具体的支援を検討するため、その実態を詳細に調査する。

・住民からの相談対応、パトロール等を通じた所有者へ適正管理を求める。

↑ ・専門家団体と連携した空き家に係る相談対応を実施する。

これらに取り組むため、人員は現状維持、予算を拡大する必要がある。

・分譲マンションの管理不全抑制の対策を検討するため、実態を詳細に調査していく。

・今後増加する空き家について、専門家団体と連携した相談対応を図るとともに、所有者等へ適正管理を求めていく。

・空き家の利活用の促進については、空き家バンク制度の活用及び空き家バンク利用者を対象とした補助制度の活用を促していく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和元年 6月 4日 作成者名 金子　泰久 評価者名 小森　敏

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部・まちづくり推進課

05 住宅

56 住まいの安定的な確保

　快適な住宅づくりをはじめとする住まいの安定的な確保に努めることで、市民が安心と安らぎを感じて生活できるように

します。

住宅政策事業

戸田市マンション管理ネッ 市内マンション管理組合で登録する割
％ 10 2 4.5 4.5 4.5

ト登録者数 (登録者数/市内マンション管理組数 )
空家対策進捗率 平成27年6月現在の管理不全な空家が

％ 100 20 80 80 80
(改善件数/管理不全な空家件数 )

空き家各団体との協定率 各団体と協定を結べた割合
％ 100 16 16 16 100

(協定件数／目標件数 )

・分譲マンションの管理不全を未然に防止するため、管理組合 ・分譲マンションの管理組合の実態を調査し、同組合へマンシ

など運営等に当たる方に適正な維持管理について普及・啓発す ョン管理に係る各種情報の周知、啓発を行なう。

る必要がある。 ・専門家団体（不動産、法律、金融、管理、改修等）と連携し

・今後、建物所有者の高齢化が進行することにより、相続等を た相談対応を実施する。

起因とした空き家の発生が見込まれるため、管理不全化を抑



久 評価者名 小森　敏

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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うち2

事業内容 うち一般財源計
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一般財源
人件費

02 住宅政策事業　（まちづくり推進課）

住宅政策事業

任
意

5,918
0

4,511

２ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ２ ○ Ａ01 01 08 05 01 02 01 14,161

選択制のある良質な住宅スト 14,161 0

ックを形成するため、国や県 18,422

市営住宅管理費

任
意

21,446
0

17,847

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ａ02 01 08 05 01 02 02 17,847

市営住宅の安定供給、有効活 0 0

用及び効率的な運用を行うた 12,964

04 耐震診断・改修事業　（まちづくり推進課）

耐震診断・改修事業

任
意

2,000
0

2,000

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ｂ01 01 09 01 04 04 01 2,000

昭和56年以前に建築された住 2,000 0

宅等の耐震診断・耐震改修に 751

戸田市 施策評価シ

H30決算

ー

額 R1予算額 R2計画

ト

額 R2予算額

計（千円

作

） 事業費 29,364

成

24,358 34,0

日

08 0

うち一般財源 2

令

6,632 6,511

和

16,161 0

事業の

元

方向性： １現状で継続

年

　 ２拡大して継続 ３縮

 

小して継続　　　４他

6

事業と統合　　　５休

月

止　　　６その他見直

 

し

７令和2年度で終了

4

８令和元年度で終了 ９

日

平成30年度で終了

作成者名 金子　泰


